
資料１

－公共交通に関する現状と課題、これまでの取組等－

令和元年度（2019年度）第１回
グランドデザイン改定部会
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人口動向

▲熊本市の年齢別人口推計

高齢者の増加

P1

■人口減少・超高齢社会が進展。2010年では総人口約74万人、うち65歳以上の高齢者が約2割。
2040年は総人口約66万人、 うち65歳以上の高齢者が約3割の見込み。

（出典：国勢調査、Ｈ27以降の人口は熊本市人口ビジョン）



熊本市都市マスタープラン （全体構想：平成21年3月策定 地域別構想：平成26年3月策定）

都市の全体構成図 全体イメージ図

■多核連携都市の実現に向けた方向性

① 中心市街地や15箇所の
地域拠点への都市機能
集積

② 利便性の高い公共交通
で中心市街地と地域拠
点を結ぶ

③ 公共交通軸沿線に居住
を促進する

公共交通と一体となったまちづくりを推進することで、だれもが移動
しやすく暮らしやすい多核連携型の都市構造を目指す。 P2

■人口減少・超高齢社会に対応した、将来にわたり持続発展可能な多核連携型の都市構造を目指す。



公共交通機関の利用者数

電鉄バス
1日 11,100人

熊本バス
1日 7,800人

九州産交バス
1日 29,900人

バス合計 1日69,400人
（年間2,526万人）

熊本市電
1日 30,400人

鉄軌道合計 77,000人
（年間2,808万人）

都市バス
1日 20,600人

ＪＲ九州(市内駅）
1日 41,600人

熊本電鉄
1日 5,000人

H30年度実績

P3

■熊本都市圏の公共交通利用者数は1日に約14.7万人。その内訳として、鉄軌道は約7.7万人、バスは約7万人。



交通手段の特性

▲交通手段別分担率の変化

P4

■自家用車の普及や女性の免許保有率の上昇などに伴い、自動車分担率は、昭和48年と比べほぼ倍増し、都市
圏交通の約2/3が自動車利用となっている。

（出典：熊本都市圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果（S48・S59・H9・H24））



公共交通利用者数の推移

▲年度別公共交通利用者数の推移
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P5

■バス利用者はピーク時の約3割まで減少しており、鉄軌道系は、概ね横ばいで、近年は微増傾向。

約3割まで減少



現状と課題まとめ

P6

■公共交通の利用者数の減少、事業者の経営悪化、サービス水準の低下が負のｽﾊﾟｲﾗﾙとなり、利用者減が継続。
■人口減少・超高齢社会、環境問題等へ対応するためには、持続可能で利便性の高い公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸが必要。



■本市の公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの将来像。公共交通を基軸とした多核連携のまちづくりに向け、基幹公共交通軸の機
能強化、バス路線網再編、公共交通空白・不便地域解消により、公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸを形成するｲﾒｰｼﾞを提示。

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ8軸を「基幹公共交通軸」と位置づけ、輸送
力、速達性、定時性の強化を図る。

▲超低床電車 ▲連節バス

基幹公共交通を補うバス路線網を
再編し、わかりやすく効率的な運行体
制を確立する。

▲ﾊﾞｽ専用ﾚｰﾝ（国道3号） ▲乗合ﾀｸｼｰ

地域と協働で「コミュニティ交通」の導
入を進め、公共交通の空白・不便地域
の解消を目指す。

公共交通ネットワーク
のイメージ

現在の公共交通グランドデザインについて（平成24年3月策定）

P7



公共交通グランドデザイン策定後の主な取組①

■鉄道新駅の設置■基幹公共交通軸輸送力強化

▲2両編成の超低床車両 ▲西熊本駅

■乗合タクシー

▲熊本桜町バスターミナル

■ICカードの導入

■位置情報提供サービス

▲バスロケーションシステム

■バス待合環境の向上

■ゆうゆうバス

■バス路線網の再編

植木北部方面

小島城山方面

P8

バス路線網の再編

基幹公共交通軸の強化

公共交通空白・不便地域の解消

公共交通の利用促進

メインターミナルの整備

■多両編成車両の導入、新駅設置による基幹公共交通軸の機能強化、植木・北部方面のバス路線網の再編
乗合タクシーの導入等による公共交通空白・不便地域の解消、そのほかﾒｲﾝﾀｰﾐﾅﾙ整備やICｶｰﾄﾞ導入を実施。



■予約型乗合タクシーを公共交通空白地域へ19路線、公共交通不便地域へ1路線導入。
■定時・定路線の乗合タクシーとして芳野さくらバスを運行。対応が必要な公共交通空白地域等を概ね解消。

公共交通グランドデザイン策定後の主な取組②

▲乗合ﾀｸｼｰの導入状況

H25年度4月 R元年度10月

▲公共交通空白・不便地域の状況
P9



熊本都市圏都市交通マスタープランについて①
■平成24年に実施したﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果を踏まえ、平成28年3月に熊本都市圏都市交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝを策定。
■市内に交通が集中し、自動車分担率も大幅に増加。将来的にも概ね外環状道路より内側に渋滞が残る見込み。

熊本都市圏の交通流動

▲熊本都市圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果（2035OD・事業化ﾈｯﾄ推計値）

事業中の道路完成後に残る朝ピーク時の低速度区間の将来予測

交通手段別分担率の変化

市内に集中する
熊本都市圏の交通
熊本市内：167万ﾄﾘｯﾌﾟ/日
都市圏全体：275万ﾄﾘｯﾌﾟ/日

▲熊本都市圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果（H24）

▲熊本都市圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果（S48・S59・H9・H24）

自動車の分担率が、約2倍に増加。
（S48 とH24の比較） P10

概ね外環状道路より内側に
低速度区間が集中



熊本都市圏都市交通マスタープランについて②

■過度に自家用車利用に依存してきた交通体系を、地域ごとの交通特性に応じて再構築し、公共交通と自動車交
通を効率的に組み合わせた都市交通体系の最適化、いわゆる『ベストミックス』を提示。

P11▲ベストミックスのｲﾒｰｼﾞ図（出典：熊本都市圏都市交通マスタープラン）

ベストミックスの構築



公共交通グランドデザインの改定について

■平成24年に実施されたﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査の結果を踏まえ、平成28年3月に熊本都市圏都市交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝが策定。
■熊本都市圏の交通流動や将来予測等を踏まえ、公共交通と自動車交通を効率的に組み合わせたﾍﾞｽﾄﾐｯｸｽを提示。

P12

（２）熊本都市圏都市交通マスタープランの策定、ベストミックスの提示

■公共交通グランドデザインは概ね10年後の将来像。策定後の状況変化等を踏まえ改定を実施。

■公共交通グランドデザインは、平成24年3月に策定。概ね10年後の将来像を示しており、時期的に見直しが必要。

（１）策定から一定期間の経過

（３）新技術の活用等

■ICTの進化による公共交通への新技術の導入検討が本格化。MaaSやAI等の新技術の反映を想定。

公共交通グランドデザインの改定へ


